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海底下地殻における地震発生時の海底変形に関する研究
Seafloor deformation due to earthquakes with solid-fluid coupling
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これまで、数値シミュレーションに基づく津波の発生・伝播に関する研究は行われているが、津波の初期波形が海底
の静的な変動と等しいという仮定のもとで、線形長波理論を利用して計算されることが多かった。しかし、海底の変形
は時空間的であるので、実時間に即したより正確な数値計算を行うには、動的な海底地盤変形を考慮する必要があると
考えられる。既存の研究のうち鈴木 (2007)は、断層運動による動的な海底地盤変形を震源とした三次元津波伝播シミュ
レーションを行っていて、固体から液体への効果を取り入れた数値シミュレーションを行っている。しかしながら、固
体の変形 (地震時の地殻変動に伴う海底隆起)と液体の解析 (津波の伝播)を別々に考えているので、固液カップリングを
十分考慮したシミュレーションではない。そこで本研究では、液体が存在することで固体の挙動がどのように変わるか
調べることを目的として、有限差分法による地震波動伝播シミュレーションを行った。


